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第１７号

編集後記
４学科から成る明治大学農学部では実に多種多様な研究が行われており、「バイオの散歩道」はその一端を分かりやすく読者の皆様にお届けする
目的で創刊されました。前号から年１回発行となり、内容も特集を中心に構成することになりました。第１７回の特集は「生命科学科で学ぼう!!」、生命
科学科の教育と研究を紹介いたします。また「研究フロンティア」、「私の一冊」、「キャンパスを食べる」は好評により続行いたします。写真も多いの
で、ぜひ見て楽しんでいただけたらと編集部一同願っております。」　　　　　　　　　　　　　　　　  （バイオの散歩道編集委員長　石月義訓）

カワリハツは初夏から秋にかけてさまざまな樹種の

林内地上で発生する。比較的乾燥している時期でも目

にすることができる。本菌はカワリハツという名のとお

り、傘の色がバラエティーに富むという特徴がある。写

真のようなくすんだ緑色ものの他に、赤、紫、ピンク、薄

茶色のものなどがある。ちなみに、柄やひだはどの色

の個体でも白い。花のように色が多様でありながら、

同じ種であるキノコはカワリハツ以外には思いつかな

い。緑色系以外のものについては同じベニタケ科の食

不適の他のキノコとまちがえやすいので注意が必要

である。特に薄茶色ものについては毒キノコであるカ

キシメジと間違えかねない。カワリハツで間違えよう

のないのが緑色系の個体である。

緑がかった色のキノコは極めて少ない。鮮やかな緑

色をしているワカクサタケは弱毒とされているが、そ

のほかのズキンタケ、ミドリシメジ、アイタケは食用で

ある。とっても美味しい出汁が出るハエトリシメジにも

緑がかった色をした個体がある。

ベニタケ科のキノコは組織があまりしっかりしておら

ず、簡単に壊れてしまうものが多い。カワリハツも然り

で、石突きの土を落としたら丸ごとゆでてしまうとよい。

火を通せばしっかりとするので、火が通ったら水にとっ

て、掃除をすると良い。同じベニタケ科のアイタケもそ

うだが、うま味の強いキノコではない。しかし、ツルっと

した食感があり、うどんなどの具には最適である。

（農芸化学科　荒谷　博）
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和を感じていました。学部を卒業後、私は一度、中学校

の教員になりましたが、その時に前田愛の『都市空間

のなかの文学』（筑摩書房 1982年）という本に出会

いました。この本の中で前田愛は記号論という方法を

駆使して、森鷗外の「舞姫」を作品の舞台であるベルリ

ンの都市構造との関係によって読み解き、樋口一葉の

「たけくらべ」を吉原という土地の特徴によって読解し

ていきます。それまでの人間中心であった物語の世界

を、あたかも都市や街こそが主人公であると思えるよ

うなその論述に、私は圧倒されました。「文学研究って

面白い」、そう私に思わせてくれた貴重な本です。都市

と文学、あるいは街と人間、それは今も私にとっての重

要な研究テーマです。

（総合科目　松下浩幸）

私の専攻は日本近代文学ですが、学部生の頃はどう

も文学研究というものに馴染めず、もっぱら思想や歴

史の評論ばかり読んでいました。その頃（１９８０年前

後）の文学研究はいわゆる作家論や自我史観と呼ばれ

る方法論が主流で、それは作品を作者の人生経験に照

らし合わせ、物語内容から作者の内面や精神性を読み

取るというものでした。しかしこの方法ですと、作品の

読解がどうしても作者の伝記や周辺の証言に縛られ、

予定調和的な読解しかできないことに、当時の私は違

私の一冊


